
押上小学校だより 

受け継がれていく思いや願い 

                                   校 長  根 来 郁 明 

１．押上小の伝統 

校章や校歌には、学校の創立や開校にかかわった地域や保護者の皆様、教職員の「どのような子

供に育って欲しいか」「どのような学校にしたいか」という思いや願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押上小は、三校が統合して２０年目の三月を迎えます。この三月に卒業する２０期生の思いや願

い、同窓生の思いや願いをしっかりと受け継ぎ、『押上小の伝統』を築いていきたいと思います。 

 

２．押上小の当たり前 

ロシアワールドカップでは、日本はベスト１６と大健闘しました。その時に話題となったのは、

選手が使った後の、「きれいに片付けられたロッカールーム」でした。試合後のロッカールームが

散らかっていることは、スポーツの世界ではよくあることで、それを、スタッフが掃除することが

世界では「当たり前」だそうです。ベルギーに負けた後、きれいに片付けられた日本のロッカール

ームの写真から、「日本には品格がある」「素晴らしいマナーだ」と言われました。世界から見れば

特別な行動かもしれませんが、押上小の子供たちにとっては「当たり前の行動」だと思います。 

当たり前にできる人が多くなると、それが「当たり前」になってきます。反対に、「当たり前」

にできる人が少なければ、それは『押上小の当たり前』にはなりません。自分からあいさつをする、

登下校時は校帽をかぶる、朝会や集会時には５分前に集合する、静かに話を聞く…等、『押上小の

当たり前』は、少しずつ少しずつ増えてきています。当たり前にできて欲しいことはまだまだあり

ますが、次の学年に向け、一つ一つ「当たり前の行動」を増やして欲しいと思います。 

 

地域の皆様、保護者の皆様、見守り隊の皆様、その他、多くの関係者の皆様に温かく見守られ、

一年間が無事終了できますことに感謝申し上げます。ありがとうございました。平成３１年度も、

変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。 

発行 墨田区立押上小学校 

校長 根 来 郁 明 

学校便り 【第１１号】 

平成３１年２月２８日 

 

教育目標  ○ 挑戦する子  ○ つながる子 ○ 働く子 

【校歌】 

○「大きな夢をむねに」：希望にあふれ出発した押上小の児童の合い言葉になってほしい。 

○「押上 押上」：学校を押し上げてますます発展してほしい。 

○「みんなの学校」：児童・保護者・地域のみんなの学校になってほしい。 

【校章】 

○桜の花の上に星をイメージしたマーク。桜の花のように優しく、はじける形の

星のように元気のよい子供に育ってほしい。 



月 日 曜日 時程 朝 学校行事等 SC 1年 2年 3年 4年 5年 6年 給食
3 1 金 B ステップ学習 卒業を祝う会（６） 4 4 4 4 4 6 あり

3 2 土 土曜授業 土曜授業１２　保護者会（１～５年） 2 2 2 2 2 2 なし

3 3 日 YOUYOUクラブ（日曜校庭開放）

3 4 月 全校朝会 委員会１１ ● 5 5 5 5 6 6 あり

3 5 火 朝読書 5 5 5 6 6 6 あり

3 6 水 B 読み聞かせ YOUYOUクラブ
　おわりの会（ことばの教室）

5 5 5 5 5 5 あり

3 7 木 縦割り班活動 ありがとう給食 5 6 6 6 6 6 あり

3 8 金 B ステップ学習 安全指導 5 5 6 6 6 6 あり

3 9 土

3 10 日 すみだいじめ防止の日

3 11 月 全校朝会 クラブ１１ ● 5 5 5 6 6 6 あり

3 12 火 朝読書 本所防災館見学（３） 5 5 5 6 6 6 あり

3 13 水 B 読み聞かせ YOUYOUクラブ 5 5 5 5 5 5 あり

3 14 木 児童集会 ● 5 6 6 6 6 6 あり

3 15 金 B ステップ学習 避難訓練（集団下校） 5 5 5 5 5 5 あり

3 16 土

3 17 日

3 18 月 全校朝会 ● 5 5 5 5 5 5 あり

3 19 火 朝読書 卒業式予行練習 4 4 4 4 6 6 あり

3 20 水 B ステップ学習 給食終 5 5 5 5 5 5 あり

3 21 木 春分の日

3 22 金 B 修了式 修了式　大掃除 3 3 3 3 4 4 なし

3 23 土

3 24 日

3 25 月 卒業式 0 0 0 0 4 4 なし

3 26 火 春季休業日開始

＜下校時刻のめやす＞

普通時程のとき…授業時間数 ４＝13:20、５＝14:40、６＝15:30
B時程のとき …授業時間数 ４＝13:15、５＝14:10、６＝15:00

土曜時程のとき…全学年 11:10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の生活目標     ３月 「最後までやりとげよう」 

○週目標のキーワード…「1年間の反省」「やり残したことへの挑戦」「校内美化」 

いよいよ年度末、この１年間を振り返って、生活面での成長を確認してほしいと思います。 

◇あいさつをする。◇返事をする。◇正しい言葉遣いをする。◇校帽をかぶる。◇登校班で登校する。 

◇チャイム着席をする。◇遊び道具を片付ける。◇トイレを上手に使う。◇忘れ物をしない等。 

 できるようになったこと、まだ足りないことなどあると思いますが、より良い学校生活が送れるように、

ご家庭で一緒に話し合ってください。 

※保護者会当日、職員玄関付近に子供たちの落し物を掲示します。お子さんの物がありましたら、お持ち帰

りください。なお、記名のない落し物が多くみられます。ご家庭で記名をお願いいたします。 

                        （生活指導主任 中原 秀一 主幹教諭） 

◆新しいスクールカウンセラーの先生の紹介◆ 
 スクールカウンセラーの折田 菜緒 先生が産休に入られたため、新しいスク

ールカウンセラーの先生が赴任されました。 

小田 友理恵 先生です。毎週月曜日に本校へいらっしゃいます。 

よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業～感謝の気持ちを込めて～    第６学年主任  中島 崇洋 主任教諭 

 

子供たちは、『最上級生として』『６年生として』という言葉の意味を知った１年間でした。た

てわり班活動や、委員会、クラブ活動など様々な場面で中心となり学校の主役として活躍しまし

た。下級生のために、学校のためにと言いながら、実は一番深く学び、充実した時間を過ごした

のは他でもない６年生でした。１年生のお世話をした４月は、自分たちが１年生だった頃と重ね

合わせ、上級生や先生方にたくさんお世話になったことを本当の意味で知りました。運動会や音

楽会などの大きな行事では、先頭に立ち、下級生を引っ張っていくことの大変さ、そして歴代の

６年生たちの苦労や彼らに対する感謝の気持ちをもちました。６年生として活動していく中で自

分たちが、この押上小学校という場でどれほど多くのことを学んだのか、成長することができた

のか、そしていかにたくさんの人たちに支えられていたのかを実感する毎日でした。そんな６年

生も、あと２０日余りで卒業です。この１年で改めて気付かされた「成長」とそれを支えてくれ

た押上小にかかわる全ての人たちに「感謝」の気持ちを伝え、最高の門出を迎えたいと思います。

そして、子供たちが笑顔で卒業できるよう支援していきます。 

登校班について           生活指導主任 中原 秀一 主幹教諭 

 

本校の集団登校には、子供たちの安全確保という目的と共に、教育目標の「つながる子」の具

現化として、人との関わり合いを深めるという目的があります。児童がお互いに気遣って時刻を

守る習慣を身に付け、子ども会世話役や地域子ども見守り隊の方々に挨拶をしたり、見送られた

りしながら気持ちよく登校しています。地域とそこに住む人々の関係性が希薄になっていると叫

ばれる昨今、登校班での登校は、子供たちが地域と関わり、意識する機会の一つとなっています。 

こうした教育活動は、地域や保護者の皆様の学校へのご協力と関わりがあってこそ実現できる

押上小学校の地域の素晴らしい特色であると思います。保護者の皆様には、各地域子ども会活動

へのご理解・ご協力をお願いいたします。また、子ども会世話役や地域子ども見守り隊の方々に

は毎朝、子供たちの登下校を見守っていただき、感謝申し上げます。これからもよろしくお願い

いたします。 

次年度の主な予定          教務主任 中島 崇洋 主任教諭 

 

各学年、学習や生活などまとめの時期となり、進級に向けての準備に励んでいるところです。 

さて、新学習指導要領の実施が平成３２年度に差し迫っています。新学習指導要領では、小学

校の授業時数が増加します。全面実施に備え、来年度は授業時数確保を目的として行事などの精

選を行います。子供たちが日々の学習にしっかりと向き合い、「〇挑戦する子 〇つながる子 〇

働く子」の教育目標を達成できるよう、教育課程を編成しています。一部学校行事などの変更を

行いますが、充実した教育活動となるようにしていきます。また、来年度は開校２０周年を迎え、

記念式典も行われます。保護者、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

始業式・入学式 ４月８日（月） 

 開校２０周年記念運動会：６月１日  学芸会：１２月６日（金）７日（土） 

 開校２０周年記念式典：１０月２６日（土） 

 日光移動学習教室（６年）：７月３日～５日 あわの移動教室（５年）：６月１０日～１３日 

 ※墨田区では、来年度から開校記念日、都民の日を授業日とします。ご承知おきください。 

 



  

  

                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

交 通 安 全 教 室 

２月８日（金）に、交通安全指導員の方に来ていた

だき、各教室で交通安全教室が行われました。今回は、

道路への飛び出しの危険について学習しました。動物

や車が登場する人形劇で、防犯と交通安全について楽

しく学びました。「いかのおすし」「はとみて」の標語

も覚え、防犯についても学びました。 

かぶってへんしん 

  

図工の学習で、おめんや帽子を作りました。まず、空気

が入ったふくろで、おめんや帽子の型を作り、その上に、

のりのついた紙を小さく切って型の上に貼っていきま

す。同じ作業の繰り返しですが、粘り強く貼っていきま

した。最後に色々な色のお花紙を付けて完成です。でき

あがった後はみんな満足げな顔をしていました。 

飛木神社見学 

 ２月１９日（火）に社会科見学で飛木神社の見学に
行きました。お話を聞き、有名な大銀杏やお祭り等で
行う舞を見せていただきました。お祭りを行う意味
や、神社の歴史など、様々なことを学ぶことができま
した。地域の歴史に触れ、押上への思いを深める学習
となりました。 

二分の一成人式 
２月１６日（土）に体育館で二分の一成人式を行いま

した。ゆめスピーチや得意技披露、プレゼント渡しなど、
一人一人の成長した姿や感謝の気持ちを保護者の方にし
っかり伝えることができました。準備や片付けも自分た
ちで行い、自信もついたようです。こうした行事を通し
て、５年生に向かってまた一歩成長しました。 

伝統工芸～紙すき体験～ 

２月８日(金)、紙すき体験がありました。手間を惜し
まず丁寧に１枚１枚作りあげる和紙。日本が世界に誇れ
る伝統技術で、１０００年以上培われた長い歴史を誇り
ます。子供たちは講師の田村正師匠の元で、材料となる
和歌山県産のこうぞの皮を剥ぎ、繊維をつぶし、真剣な
表情で和紙作りを体験することができました。 

 

お別れバスケットボール大会 

 ２月１５日(金)、５年生が企画した「お別れバスケッ

トボール大会」がありました。どのクラスもチームやク

ラスで一致団結し、優勝目指して戦いました。勝っても

涙、負けても涙。クラスを越えて抱き合う姿も見られま

した。エキシビジョンマッチでは、優勝チームが先生チ

ームと戦いました。 

 


